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１．総合評価 

（１）実施の可否     ■ 可        □ 否 

（２）修正の必要の有無  □ 修正の必要あり  ■ 修正の必要なし 

 

２．総合所見 

本研究は、平成 25 年度終了課題「地上観測による大気要素の放射収支への影響の

実態解明」を引き継ぐものである。 

本研究の対象である放射収支過程は、地球環境の平均的な状態を決定する本質的な

要素であり、観測技術の高度化とモニタリング、変動の実態と要因の解明といった研

究内容は、学術的に意義のあるものである。 

また、新たに開発する分光日射計による研究によって、放射収支研究の新局面を切

り開くことも期待できる。 

本研究の基盤となる技術や知見は、気象庁の環境気象業務を含め、様々な分野への

貢献が期待できるものであることから、モデル開発グループや気象衛星ひまわりの多

チャンネル観測データ利用技術の担当者などと連携し、積極的に取り組んで欲しい。

特に、雲エアロゾル放射ミッション（EarthCARE）プロジェクトへの協力にあたって

は、所内外の雲・エーロゾル関連の研究者との情報交換や連携を強化して、効果的に

進めて欲しい。 


